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( 科目コード：8704620064KK)

【改訂】第 1 版（2007-03-31）
【科目】有機化学 II

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】通年・2 単位
【対象学科・専攻】物質工学科・4 年次
【担当教員】

中島 敏

【授業目標・教育方針】
基礎有機化学、有機化学Ｉでの学習にもとづき、有機化合物の構造と反応性の基礎的理解を深めることを目的とする。

【授業概要】
有機化学 II では、主に以下の項について学ぶ。
１７．アルコールとフェノール
１８．エーテルとエポキシド
　　　チオールとスルフィド
１９．アルデヒドとケトン：求核付加反応
２０．カルボン酸とニトリル
２１．カルボン酸誘導体と求核アシル置換反応
２４．アミン

【教科書・教材・参考書 等】
・マクマリー「有機化学」（上・中・下）東京化学同人

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
講義形式で行う。また、毎回、宿題を課す予定である。

【メッセージ】
授業の予習・復習をしっかり行うこと。
与えられた課題（宿題）をその都度こなすこと。

【リンク】
http://www.chem.gunma-ct.ac.jp/phys/nakaji.htm#shorui

【成績評価方法】
［前期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：20%，その他：試験では、教科書にでている専門用語（英語）
を 10 ～ 20% 程度出題する。
［後期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：20%，その他：試験では、教科書にでている専門用語（英語）
を 10 ～ 20% 程度出題する。

【本校の学習・教育目標】
◎ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(c) 数学，自然科学および情報技術に関する知識とそれらを応用できる能力
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【授業計画】（授業名：有機化学 II）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 アルコールとフェノール（１） アルコールとフェノールの命名法
アルコールの製法
水素結合

第 2 回 アルコールとフェノール（２） アルコールとフェノールの酸性度と塩基性度
第 3 回 アルコールとフェノール（３） カルボニル化合物の還元

Grignard 試薬の付加
第 4 回 アルコールとフェノール（４） アルコールの反応、酸化、保護
第 5 回 アルコールとフェノール（５） フェノールの製法、反応
第 6 回 エーテルとエポキシド（１） エーテルの命名法

エーテルの構造と性質
クラウンエーテル

第 7 回 エーテルとエポキシド（２） Williamson エーテル合成
アルケンのアルコキシ水銀化

第 8 回 中間試験
第 9 回 エーテルとエポキシド（３） エーテルの反応

　　酸開裂
　　Claisen 転位

第 10 回 エーテルとエポキシド（４） エポキシド
エポキシドの開環反応

第 11 回 チオールとスルフィド チオールとスルフィド
第 12 回 アミン（１） アミンの命名法

アミンの構造と結合
アミンの性質

第 13 回 アミン（２） アミンの塩基性度
置換アリールアミンの塩基性度

第 14 回 アミン（３） アミンの合成
アミンの反応

第 15 回 アミン（４） アリールアミンの反応
第 16 回 カルボニル化合物（１） カルボニル化合物の種類、性質
第 17 回 カルボニル化合物（２） カルボニル化合物の一般的な反応
第 18 回 アルデヒドとケトン（１） アルデヒドとケトンの命名法

アルデヒドとケトンの製法
第 19 回 アルデヒドとケトン（２） アルデヒドとケトンの反応

　　酸化、アルデヒドとケトンの比較
第 20 回 アルデヒドとケトン（３） アルデヒドとケトンの求核付加
第 21 回 アルデヒドとケトン（４） Canizzaro 反応

生体内求核付加
第 22 回 アルデヒドとケトン（５） α , β－不飽和カルボニル化合物
第 23 回 中間試験
第 24 回 カルボン酸とニトリル（１） カルボン酸とニトリルの命名法

カルボン酸の構造と物理的性質
カルボン酸の解離

第 25 回 カルボン酸とニトリル（２） 酸性度における置換基効果
第 26 回 カルボン酸とニトリル（３） カルボン酸の製法と反応
第 27 回 カルボン酸とニトリル（４） ニトリルの化学
第 28 回 カルボン酸誘導体と求核アシル

置換反応（１）
カルボン酸誘導体の命名法

第 29 回 カルボン酸誘導体と求核アシル
置換反応（２）

求核アシル置換反応

第 30 回 カルボン酸誘導体と求核アシル
置換反応（３）

酸無水物、酸ハロゲン化物、エステル、アミドの化学
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